
開
く
？ 

閉
ざ
す
？

―
ふ
た
つ
の
ヴ
ァ
ラ
ー
ム
に
み
る 

宗
教
文
化
財
と
ツ
ー
リ
ズ
ム

高た
か

橋は
し 

沙さ

奈な

美み 

　
北
海
道
大
学
ス
ラ
ブ
・
ユ
ー
ラ
シ
ア
研
究
セ
ン
タ
ー
助
教

世
界
遺
産
に
登
録
さ
れ
な
い 

至
宝
の
景
観

ロ
シ
ア
連
邦
北
西
部
、
フ
ィ
ン
ラ

ン
ド
と
の
国
境
近
く
に
位
置
す
る
ラ

ド
ガ
湖
。
そ
こ
に
浮
か
ぶ
ヴ
ァ
ラ
ー

ム
島
は
「
北
の
ア
ト
ス
」
と
も
よ
ば

れ
、
ロ
シ
ア
の
聖
地
と
讃
え
ら
れ

る
。
こ
こ
の
男
子
修
道
院
は
毎
シ
ー

ズ
ン
一
〇
万
人
以
上
の
「
巡
礼
」
と

い
う
名
の
観
光
客
で
賑に
ぎ

わ
う
。
そ
う

い
わ
れ
て
も
ピ
ン
と
来
な
い
か
も
し

れ
な
い
が
、
与
那
国
島
と
同
規
模
の

二
八
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
小
島
に
、

た
っ
た
三
カ
月
の
夏
の
観
光
シ
ー
ズ

ン
で
こ
れ
だ
け
の
人
び
と
が
訪
れ
る

国
家
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
に
属
す
る
こ
と

に
な
っ
た
。
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
正
教
会

は
自
治
教
会
と
し
て
独
立
。
ル
タ
ー

派
が
多
数
派
を
占
め
る
国
に
お
い
て
、

正
教
会
は
圧
倒
的
少
数
派
と
な
っ
た

も
の
の
、
一
九
二
〇
―
三
〇
年
代
に

ソ
連
全
土
を
襲
っ
た
無
神
論
政
策
を

逃
れ
て
宗
教
活
動
を
続
け
る
こ
と
が

で
き
た
。
一
九
三
九
年
一
一
月
、ソ
・

フ
ィ
ン
戦
争
に
よ
っ
て
フ
ィ
ン
ラ
ン

ド
東
部
に
赤
軍
が
進
軍
す
る
と
、
修

道
士
た
ち
は
西
へ
向
け
て
疎
開
し
、

一
九
四
〇
年
、
ヘ
イ
ナ
ヴ
ェ
シ
に
新

ヴ
ァ
ラ
モ
（
ヴ
ァ
ラ
ー
ム
）
修
道
院

を
創
設
し
た
。

ソ
連
領
内
に
残
さ
れ
た
「
古
い
」

ヴ
ァ
ラ
ー
ム
は
「
酔
っ
払
っ
た
付
添

婦
と
、
誰
も
涙
を
流
す
こ
と
の
な
い

静
か
な
死
」
ば
か
り
が
訪
れ
る
、
ひ

な
び
た
廃
兵
院
・
養
老
院
に
姿
を
変

え
た
。
養
老
院
は
一
九
八
二
年
に
閉

鎖
さ
れ
、
ペ
レ
ス
ト
ロ
イ
カ
で
宗
教

政
策
が
緩
和
し
た
一
九
八
九
年
、
修

道
院
が
再
開
し
た
。
ソ
連
崩
壊
後
の

修
道
院
は
伝
統
的
な
聖
歌
に
加
え
て

そ
の
厳
格
さ
で
知
ら
れ
、
二
〇
〇
一

年
以
降
、
一
般
住
民
を
島
か
ら
移
住

さ
せ
る
計
画
を
進
め
て
い
る
。
修
道

院
の
訪
問
者
の
九
割
は
観
光
客
だ
と

み
な
さ
れ
て
い
る
が
、
伝
統
的
な
修

道
生
活
を
重
視
す
る
修
道
院
は
、
経

済
的
利
益
は
享
受
し
つ
つ
も
こ
れ
を

歓
迎
し
な
い
。
修
道
院
の
指
導
者
た

ち
は
、
修
道
士
は
聖
山
ア
ト
ス
の
よ

う
に
世
俗
と
の
交
わ
り
を
極
力
控
え

る
べ
き
だ
と
考
え
て
い
る
。

一
方
で
、
新
修
道
院
は
フ
ィ
ン
ラ

ン
ド
正
教
唯
一
の
男
子
修
道
院
で
あ

り
、
同
時
に
文
化
セ
ン
タ
ー
と
し
て

年
間
一
六
万
人
以
上
の
観
光
客
・
巡

礼
を
惹ひ

き
つ
け
て
い
る
。
二
〇
一
二

年
、
修
道
院
は
最
優
良
の
国
内
観
光

地
に
選
ば
れ
た
。
新
ヴ
ァ
ラ
モ
に
は
、

快
適
な
宿
泊
施
設
と
食
堂
、
そ
し
て

正
教
的
生
活
や
文
化
を
伝
え
る
い
く

つ
も
の
文
化
施
設
が
あ
る
。
旧
修
道

院
と
同
様
、
そ
の
魅
力
が
無
数
の
湖

に
囲
ま
れ
た
豊
か
な
自
然
景
観
や
ワ

イ
ナ
リ
ー
に
あ
る
こ
と
を
理
解
し
た

修
道
士
た
ち
は
、
多
様
な
観
光
客
に

広
く
門
戸
を
開
き
、
観
光
業
を
修
道

院
の
維
持
の
た
め
に
利
用
す
る
こ
と

を
選
ん
だ
。

「
新
し
い
」
ヴ
ァ
ラ
ー
ム
が
文
化

セ
ン
タ
ー
と
し
て
多
く
の
人
に
開
か

れ
た
場
所
で
あ
る
の
に
対
し
、「
古

い
」
ヴ
ァ
ラ
ー
ム
は
修
道
院
本
来
の

伝
統
を
守
る
べ
く
、
そ
の
文
化
的
景

観
を
一
目
見
た
い
と
望
む
観
光
客
を

排
除
し
よ
う
と
す
る
。
ふ
た
つ
の

ヴ
ァ
ラ
ー
ム
は
宗
教
と
ツ
ー
リ
ズ
ム

が
混
ざ
り
合
う
現
代
社
会
に
お
け
る

宗
教
的
文
化
遺
産
の
在
り
方
を
端
的

に
示
し
て
い
る
。

こ
の
体
験
を
も
と
に
『
魅
せ
ら
れ
た

旅
人
』
を
著
し
た
し
、
作
曲
家
P
・

チ
ャ
イ
コ
フ
ス
キ
ー
は
交
響
曲
第
一

番
の
構
想
を
こ
の
島
か
ら
得
た
。
ま

た
、
I
・
シ
ー
シ
キ
ン
、
A
・
ク

イ
ン
ジ
な
ど
一
九
世
紀
ロ
シ
ア
を
代

表
す
る
風
景
画
家
た
ち
が
島
を
訪
れ
、

北
ロ
シ
ア
の
自
然
と
教
会
建
築
を
題

材
と
し
た
多
く
の
風
景
画
を
残
し
た
。

革
命
、
戦
争
、 

ふ
た
つ
の
修
道
院
の
「
遺
産
」

一
九
一
七
年
の
ロ
シ
ア
革
命
後
、

ヴ
ァ
ラ
ー
ム
修
道
院
は
新
興
の
独
立

広
げ
て
い
た
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
大

国
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
と
境
を
接
し
て
い

た
修
道
院
は
、
自
然
「
正
教
の
砦
と
り
で
」

の
役
割
を
担
う
こ
と
に
な
っ
た
。
つ
ま

り
そ
れ
は
、
度
重
な
る
戦
火
に
よ
る

破
壊
を
意
味
し
た
。
こ
の
運
命
の
た

め
に
、
ヴ
ァ
ラ
ー
ム
修
道
院
の
建
造

物
は
史
的
価
値
を
も
つ
文
化
財
と
し

て
は
認
め
ら
れ
て
い
な
い
。
修
道
院

が
最
盛
期
を
迎
え
た
の
は
一
九
世
紀

後
半
か
ら
二
〇
世
紀
初
頭
に
か
け
て

で
、
現
存
す
る
聖
堂
や
僧
坊
、
宿
泊

施
設
、
苦
行
僧
の
た
め
の
隠い
ん

遁と
ん

所じ
ょ

が

整
備
さ
れ
た
の
も
こ
の
時
代
で
あ
る
。

ヴ
ァ
ラ
ー
ム
島
の
最
大
の
魅
力
は
、

古
き
伝
統
を
守
ろ
う
と
す
る
旧
修
道
院
と
、
積
極
的
に
文
化
セ
ン
タ
ー
と
な
っ
た
新
修
道
院
。

対
照
的
な
両
者
の
姿
は
、
文
化
遺
産
の
「
遺
産
」
概
念
の
多
様
性
を
物
語
っ
て
い
る
。

と
い
え
ば
、
そ
の
賑
わ
い
ぶ
り
が
多

少
は
伝
わ
る
だ
ろ
う
か
。

修
道
院
の
創
設
は
少
な
く
と
も

一
四
世
紀
ま
で
遡
る
こ
と
が
で
き
る
。

当
時
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
ま
で
版
図
を

フィンランド

カレリア
共和国

スウェーデン

ロシア

ラドガ湖

ヴァラーム島

ヘイナヴェシ

修
道
院
と
一
体
化
し
た
静せ
い

謐ひ
つ

な
自
然

景
観
だ
と
い
え
よ
う
。
修
道
院
の
景

観
は
、
当
時
の
知
識
人
や
芸
術
家
に

多
大
な
イ
ン
ス
ピ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
与

え
た
。
一
八
七
二
年
に
ラ
ド
ガ
湖
を

旅
し
た
作
家
の
N
・
レ
ス
コ
ー
フ
は
、

顕栄大聖堂前でガイドの説明を受ける巡礼・観光客

ヴァラーム島の船着き場のおみやげの露店

新修道院の博物館展示。正教文化や修道院の歴史を紹介する

新修道院の船でクルーズを楽しむ巡礼・観光客
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